
令和２年度７月開花作型スプレーギク展示栽培概要 

 

１ 供試品種（108 品種） 

  イノチオ精興園：34品種、ジャパンアグリバイオ：30品種、デリフロールジャパン：23品種、 

山手秀芳園：21 品種 

 

２ 耕種概要 

（１）定植日：令和２年 4月 4日 

   直挿し定植後、有孔ポリ（0.02mm で被覆）、4月 18日除去（14 日後） 

（２）栽植距離 

   床幅 110cm、条間 15cm,、株間 7.5cm 

   15cm×15cm の 7目のフラワーネットを張り、中抜き 6条植え 

   1 目に通路側から 2本､2 本、2本、0本、2本、2本、2本定植 

（３）施肥量 

   堆肥 200kg／ａ 

   基肥：窒素、リン酸、カリ 各成分量  1kg／a（花肥料使用） 

   追肥：有孔ポリ除去後、5月 30日液肥散布(ピータース 20-20-20、2000 倍) 

（４）長日処理 

   4 月 13 日（定植後）～5月 14 日(定植 31日後) 

   電照時間 21:00～2:00（暗期中断 5時間） 

（５）短日処理 

   5 月 18 日～開花期（7月 13日で 8.0 週） 

   シェード時間 18:00～20:30、2:00～6:30(日長 11.5 時間設定) 

   シェードの深夜開放 20:30～2:00 

（６）ビーナイン処理（随時） 

  別表７月開花作型矮化剤散布実績を参照（※品種・生育状況などにより回数が異なる） 

（７）ジベレリン処理  

 山手秀芳園品種 １回目 ポリ除去後 50ppm(4 月 27 日) 

         ２回目 短日処理開始 10 日前 50ppm(5 月 8日) 

（８）芽かき 随時（６月上旬～随時） 

（９）病害虫防除 随時 


